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小寺精神分析研究セミナー

ご案内

テーマ

精神分析的臨床の
生きる場所

精神分析的な人間の見方は、どのような
場面であれ、臨床のなかのできごとに的確
に考えうる形を与える力をもっています。
今の日本でその力はどのように発揮されて
いるでしょう。ここではその力が発揮され
る場所として、精神医療、開業臨床、子ど
もの臨床について、それぞれの場所で精神
分析的なものの見方や実践がどのように生
きているのかを検証してみようと思います。
それぞれ三回ずつをあて、最後の回はそ
の場所における事例を検討いたします。
最終回には、日本における精神分析的な
ものの見方や臨床の生きる場所について、
パネルディスカッションを行います。

期日：2017年5月より全10回
　　　午後7時～9時

（開始時刻が変更されました）

会場：TKP市ヶ谷カンファレンスセンター
主催　小寺記念精神分析研究財団
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※都営地下鉄新宿線をご利用のお客様は
4番出口とA4出口がございますので、
お間違えのございませんようお気を付け下さい。

TKP市ヶ谷カンファレンスセンター
 （TKP市ヶ谷ビル内）

TKP市ヶ谷カンファレンスセンター

住所：〒162-0844 東京都新宿区市ヶ谷八幡町8番地
電話：03-5227-6911（事務所直通）

アクセス
・JR「市ヶ谷駅」より 徒歩2分
・東京メトロ南北線・有楽町線「市ヶ谷駅」

7番出口より 徒歩1分
4番出口より 徒歩2分

・都営地下鉄新宿線「市ヶ谷駅」
4番出口より 徒歩2分

精神分析研究セミナー会場案内図

　2017年（平成29年）5月から2018年（平成
30年）3月まで精神分析研究セミナーを開催します。
　今回は「精神分析的臨床の生きる場所」というテー
マで医療現場、開業臨床、子どもの臨床の三つの領域
を取り上げて1回目、２回目にはそれぞれの領域でど
のように精神分析が生かされてきたかを講師にお話し
いただきます。３回目にそうした現場でのケースの提
示と討論を行います。最終回には統括的なパネルディ
スカッションを行います。
　司会は１０月以外は藤山が担当します。毎回指定討
論者をお願いします。フロアからの活発なご発言を期
待しています。

参加対象： 精神分析に関心があり、臨床実践を行って
おり、守秘義務を負うている方。

参 加 費 ： 50,000円　欠席の場合も参加費はお返
ししません。（分納はありません）

申込期限：2017年5月12日（金）　　
 申込み多数の場合には、先着順で締め切
ります。

申込方法： 申込書に必要事項を記入の上、締切日まで
にEメール、Fax、または郵便でお送りく
ださい。参加の可否については、受付後順
次申込書記載のEメールまたは葉書にてご
連絡します。

申 込 先 ：〒160-0004
東京都新宿区四谷3-4　SCビル6階
小寺記念精神分析研究財団　事務局
FAX.03-3350-9749
Email:kodera.kt@nifty.com

精神分析研究セミナー 2017年度
（平成29年度）



2017 年度小寺精神分析研究セミナー 予定表
日程 テーマ 司会 講師 討論 症例提示

医療実践と精神分析

2017 5月20日�
（第３土曜日） ①�外来クリニックでどう精神分析的なものはありうるか 藤山 直樹 奥寺  崇 髙野  晶

6月17日�
（第３土曜日） ②�入院場面でどう精神分析的なものはありうるか 藤山 直樹 東中園 聡 相田 信男

7月15日�
（第３土曜日） ③�ケース研究　精神医療におけるケース 藤山 直樹 権  成鉉 小林 要二

開業実践と精神分析

9月16日�
（第３土曜日） ①�開業心理臨床場面でどう精神分析的なものはありうるか 藤山 直樹 岩倉 拓 中村 留貴子

10月21日�
（第3土曜日） ②�個人開業場面でどう精神分析的なものはありうるか 岡田 暁宜 藤山 直樹 鈴木 龍

11月18日�
（第３土曜日） ③�ケース研究　開業のケース 藤山 直樹 福本  修 藤内 栄太

子どもの臨床と精神分析

12月16日�
（第３土曜日） ①�子どもの臨床でどう精神分析的なものはありうるか（１） 藤山 直樹 平井 正三 生地  新

2018 1月20日�
（第３土曜日） ②�子どもの臨床でどう精神分析的なものはありうるか（２） 藤山 直樹 川畑 友二 脇谷 順子

2月17日�
（第３土曜日） ③ケース研究　子どもの臨床のケース 藤山 直樹 木部 則雄 彦坂 道子

3月17日�
（第３土曜日） パネル：�精神分析的考え方と実践の生きる場所 藤山 直樹 中村 伸一・岡野 憲一郎・白波瀬 丈一郎



                                    NO．         

2017 年度（平成 29 年度） 

（29 年 5 月～30 年 3 月） 

精神分析研究セミナー参加申込書 

参加申込書は、E メール、FAX または郵便にてお送りください。 

※E メールの場合は、件名「小寺セミナー」として、本文に下記必要事項をご記

入下さい。E-mail：kodera.kt@nifty.com 

 

〒160-0004  東京都新宿区四谷 3-4 SC ビル 6 階 

              小寺記念精神分析研究財団事務局 

FAX（03）－3350－9749 

申込締め切り 5 月 12 日（金）            申込   月   日 

フ  リ  ガ  ナ 

氏       名 
 男 ・ 女（19  年生） 

勤   務  先 
 

 

所       属 
 

 
職種 経験   年 

連 絡 先 住 所 

自 宅・勤 務 先 

（どちらかに○で囲んでください。） 

〒 

電 話・F A X 

自 宅・勤 務 先 
電話 FAX 

 臨床心理士資格  有り（登録番号        号） ・  無い 

 通年精神分析研究セミナー（土）に参加したこと   有り   ・   無い 

 E メールアドレス   

先着順に受け付けます。参加の可否については、受付後順次連絡先メールまたはハガキに

て連絡いたします。 定員になりしだい締め切ります。振込み先はその際にご案内します。

本セミナーをどのようにして知りましたか？該当する箇所に〇を付けて下さい。 

郵便・ホームページ・メール・知人の紹介・その他（             ） 

※記載いただいた個人情報は、セミナーのご連絡及びご案内のみに使用いたします。 
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